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論  文  名 日本古代銭貨の時代性と超歴史性 
本論文は、日本の古代社会をフィールドとして、中国からの影響を視野に入れながら、神観念
や社会構造の変容と関連付けつつ、銭貨流通のメカニズムを明らかにしようとしたものである。 
「序 研究の視角と本論の構成」では、本論文の基本視角が示される。第一に、中国の食貨志
を前提とした、古代における銭貨政策と農業政策との密接な関わりに注目した点に、第二に、具
体的な論証を踏まえつつ、貨幣そのものの性質について概念化を試みた点に、本論文の特色があ
るとする。 
本論は二部構成をとっている。第一部では、銭貨流通の様態が、古代の日本列島という具体的
な場において追求されている。 
第一章「古代銭貨における食貨志の思想的影響について」では、古代の銭貨流通政策に及ぼし
た中国の食貨志の影響を指摘した上、そのことが日本における銭貨政策と農業政策との密接な関
係を生み出す原因になったと論ずる。第二章「古代日本における「食国」の思想」では、「食国」
という概念が中国から移入されたものでありながらも、日本ではそれに「ヲスクニ」という読み
が施されて独自の意味が吹き込まれていったこと、その背景には７世紀後半に実施される農業政
策と神祇祭祀の転換があったことを指摘する。第二章・補論「古代の時間意識からみる統治の正
当性の変遷」では、宣命にみられる長短二つの時間軸——神代からと天智天皇から——の存在を指摘
し、それがいかなる関係を保ちつつ王権を正当化する役割を担ったかを論じている。第三章「古
代銭貨と神の関係性について」では、古代銭貨が「早穂」とよばれて神に奉納されていた事例を
挙げて、銭貨と穀物との機能面での共通性を指摘するとともに、古代における神と銭貨との独自
の結びつきの形を考察する。第四章「古代銭貨流通の謎」では、中国と比較しながら古代日本に
おける銭貨政策と農業政策の独自性を考察し、両者の相違を生み出す社会的・文化的なギャップ
を明らかにしようとする。 
第二部では、第一部での考察を踏まえ、網野善彦氏の貨幣論を手がかりとして、より視野を広
げた貨幣史構築に向けての展望を述べる。また、「装飾」という概念をキーワードとして、なぜ
銭貨が流通するのかという問題に対する解答を提示するとともに、古代日本列島において銭貨が
誕生するプロセスについて考察する。 
 本論文は、大胆な問題提起とスケールの大きい構想、斬新な切り口と高度な構成力によって、
古代における銭貨の流通の問題についての新たな展望を切り開いている。その視座と論証に関し
ては、今後より精緻なものにしていく余地は残されているが、本論文の成果が斯学の発展に寄与
するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文学）
の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
